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事業所自己評価に関しましては、厚生労働省の評価を基に行い、掲示いたします。

     令和５年度児童発達支援自己評価表   

　職員の衛生面では、新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類感染症となり、お子様と保護者様はマス
クの着用が自由となりましたが、職員は、福祉サービス事業所等での扱いに準じた消毒、出退勤時の検温、
マスクの着用を引き続き行っております。昼食はスタッフの同席は行っておりません。
　施設の衛生面では、新型コロナウイルス感染症対策として、定期的に保育室、備品、教材等の消毒を行っ
ております。今後も厚生労働省の感染症対策に関する対応の変化に合わせて、支援の提供の形も工夫してい
きます。
　施設の環境面では、経年劣化による暑さ、寒さに関してスタッフが意見を出し合い、できる限りの工夫を
しています。トイレは、床に明るい厚手のフロアマットを設置することで暗さや床の硬さに対応していま
す。保育室は、明るいイメージになるよう配色を工夫したり、カーペットの下に緩衝マットを敷くことで対
応しています。廊下等では、暑さ対策として大型の扇風機やサーキュレーターを設置し、寒さ対策として暖
房器具を設置し対応しています。今後も職員間で工夫をしながら利用者様の個々の課題に沿った支援の場を
提供することを目指します。

　職員間の情報共有につきましては、１日２クラス開催のためクラススタッフが日替わりとなり、月１回の
職員会議だけでは全体での情報共有が難しいことも多かったため、テーマを絞った臨時職員会議を開催しま
した。今後もテーマ別に支援の内容を工夫したり、全体での情報を共有する機会をい設けています。
　また、療育時間の前後にミーティングの機会を多くとることで支援内容を共通理解でき、色々なスタッフ
が意見や工夫が療育の場でさらに生かされるようになりました。
　今後も保護者様から頂いた事業所評価を受けて支援内容について話し合いの場を設け、こどもたち一人ひ
とりにとってより良い支援を目指します。

療育たんぽぽ保護者 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月
　先日行いました「児童発達支援自己評価」の集計結果と今後の改善に向けての取り組み状況について、以下の通り
御報告させていただきます。
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今後の改善に向けての取り組み状況

療育支援については、事前に自由あそび一人ひとりの姿を想像して細やかな設定を行うことで、お子様の
「ねらい」に沿った自由あそびを提供することができました。
　今年度も療育後、振り返りの内容や時間配分など、職員間で話し合いやカンファレンス内容の充実を図
り、個別支援計画の作成や評価の作成についても担当者中心から職員全体での評価を目指します。

　保育所、幼稚園等の連携については、今年度から年長児クラスを午後開催としたことで、お子様の保育
所、幼稚園等で過ごす機会を増やし、年３回程度連携日に訪問させていただき交流を行うことができまし
た。今後も頻度や職員のスキルアップなど課題に取り組みながらさらなる連携の充実を目指していきます。
また、未就園児（３歳児）クラスを対象に、並木保育所３歳児クラスとの保育所交流を行いました。年度末
には、福祉支援センターさくらでミニコンサートを開催し、並木保育所のお友だちを招待し、交流の機会を
設けることができました。
　特別支援学校の連携については、次年度就学児に対して学校より依頼があった場合、保護者様の同意を得
て就学に向けての情報提供を行っています。
　親の会との連携については、定例会の場所提供、参加者の保育に関わらせていただいています。今後も途
中入所者へご案内をし、親の会役員にお知らせするなどの保護者間の連携を支援していきます。

　保護者への説明については、契約手続き時に重要事項説明書を用いて丁寧に説明を行っています。また、
個別支援計画を作成し、半年ごとに振り返りの面談を行い、お子様の成長についてお話しております。クラ
スによっては、懇談会などを行い、保護者様からのお話をお聞きする機会を設けております。また、専門職
による勉強会を充実し、保護者様が療育や家庭での様子等悩みを相談できるよう母子通園施設として寄り
添った支援体制を目指してまいります。

　避難訓練は、消防署と連携し、利用者様のご協力を得ながら年２回（前期７月・後期11月）「非常災害対
策計画書」に基づき職員間での非常時の誘導経路等の確認を行いながら実施しています。
また、感染症予防対策については、感染症対策指針に沿って看護職員が職員向けに予防対策講座を行いまし
た。また、お子様の健康状態の急変に備えた対策については、マニュアルによる協力医療機関の確認、看護
師との連携について再確認を行っています。
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